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あきる野市員会は次の見解を発表しました。

きる野 幸展
住 L、 の利益をまもり、
「住民こそ主人公」の

あきる野市政実現をめざして !
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たばた あずみ

6歳頃のわたし。遊びの流れ
・
で近所の

公園の草取 りをしました。さらに「いい

ことJを思いつきました。株ごと抜き取
つたぺんぺん草を売ろう !

妹と2人 、社宅の知 り合いのうちを売
り歩き、手にした「ォヵネ」に有頂天。

家に帰つて母親に「はい、おこづかい !

Jと やつたため発覚。

「す ぐ返 して来なさい !」 。ただ返 した
のではぱつがゎるい。「おつ りで～す」と
お金を持って行きましたが、

「叱られたの ?」 パ レバ レで

1:i、 1二黒ilュ lT8慮 義
遊びに、お金を払ってくれ

たとは。わたしだったらど

うするかしら。一緒にたの

t′ めるひとでありたいな。

(08.9.30)
捜絡先は常 5〔,o-6(,74

絵手紙/中村スエさん・瀬戸岡在住
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在
の
平
成
の

回
で
あ
り
中
国
|こ

|ま

「総
選
挙
勝
利
へ
」
と
二
市
議
、
田
端
さ
ん
が
訴
え
１

総
選
挙
で
の
躍
進
を
め

ざ
す
日
本
共
産
党
の
演
説

会
が
九
月
二
七
日
あ
き
る

野
ル
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
百
二

〇
名
の
参
加
者
で
開
か
れ

ま
し
た
。
　

影
山
保
議
員

の
あ
い
さ
っ
に
つ
づ
い
て
、

来
年
六
月
に
行
わ
れ
る
市

議
選
に
立
候
補
予
定
の
田

端
あ
ず
み
さ
ん
、
山
根
と

み
え
議
員
、
戸
沢
ひ
ろ
ゆ

き
議
員
が
総
選
挙
勝
利
の

た
め
頑
張
る
決
意
を
表
明

し
ま
し
た
。

東
京
二
五
区
予
定
候
補

の
鈴
木
お
さ
む
氏
は
、
こ

こ
の
自
民
現
職
が
国
会
で

「有
期
契
約
を
制
限
し
て

解
雇
を
厳
し
く
す
る
と
雇

用
調
整
が
困
難
に
な
る
。

そ
れ
は
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
雇
用
自
由
化

を
求
め
て
い
る
質
問
は
許

せ
な
い
。
「定
数

一
で
も

今
度
は
負
け
ら
れ
な

い
」

と
大
き
な
支
援
を
訴
え
ま

し
た
。

笠
井
氏

は
、
行
き
詰

ま
つ
た
自
公
政
治

へ
の
反

省
も
打
開
策
も
示
せ
な
い

麻
生
新
内
閣
を

「頭
か
え

て
浮
く
と
思
う
な
泥

の

船
」
と
自
作
の
川
柳
も
交

え
厳
し
く
告
発
し
ま
し

た
。
そ
し
て
後
期
高
齢
者

医
療
制
度

の
廃

止

の
展

望
、
消
費
税
増
税
の
不
当

性
、
農
業
・食
料
や
平
和
の

問
題
な
ど
縦
横
に
語
り
ま

し
た
。

「政
治

の
中
身
を
大
企

業
、
ア
メ
リ
ヵ
中
心
か
ら

国
民
中
心
に
変
え
る
日
本

共
産
党
が
躍
進
す
れ
ば
政

治
は
変
わ
る
。
大
き
く
躍

進
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
ヵ

強
く
呼
び
か
け
、
大
き
な

拍
手
を
受
け
ま
し
た
。
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想
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は
じ
め
て
共
産
党
の
演
説
　
　
自
分
の
出
来
る
こ
Ｌ
か
ら
始
め
て
¨

”
会
を
聞
き
ま
し
た
。
共
産
党
　
　
大
き
な
力
の

一
部
に
な
り
た
い
。
¨

¨
が
伸
び
る
よ
う
に
。
元
気
が
　
　
つ
く
づ
く
今
、
共
産
党
が
勝
た
な
¨

¨
出
ま
し
た
。
が
ん
ば

っ
て
く
　
　
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
　

　

¨

¨
だ
さ
い
。
　

　

　

貧

市
民
）
　

力
強
い
良
い
演
説
会
で
し
た
。
　

¨
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（
一
市
民
ニ

轟

”

源
頼
朝

・
義
経

の
父
親
で
あ
る
義

朝
が
、　
一
一
五
八
年
、
政
敵
の
平
家
に

叛
旗
を
翻
し
藤
原
通
憲
を
大
和
国
で

殺
害
、
し
か
し
逆
臣
と
な

つ
て
平
清

盛
に
追
わ
れ
尾
張
国
で
殺
さ
れ
た
事

件
が
平
治

の
乱
で
す
。
こ
こ
か
ら
平

家
全
盛

の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
が
、

奢
り
高
ぶ

る
平
家

は
僅

か
十
八
年

（
一
一
人
五
）
で
壇

ノ
浦
に
滅
び
ま

す
。
▼
日
本
の
年
号
が
始
ま

っ
て
以

来
、
「平
」
の
付
く
年
号
は
平
治
と
現

一
つ
も
な
い
と
云
い
ま
す
。
不
穏
の

時
代
で
あ

っ
た
平
安
末
期
の
平
治
、

そ
し
て
今
、
貧
困
と
格
差
社
会
が
進

み
、
戦
争

へ
の
動
悸
を
予
感
さ
せ
る

平
成
Ｌ
、
「平
」
の
字
の
付
い
た
二
つ

の
年
号
は
、
相
似
て
凶
年
Ｌ
呼
ぶ
ベ

き
な
の
で
し
よ
う
か
。
▼
総
選
挙
が

日
前
に
迫
り
ま
し
た
。
構
造
改
革
に

よ
る
規
制
緩
和
が
働
く
貧
困
層
と
富

裕
層

へ
の
三
分
化
シ
フ
ト
を
益
々
強

め
て
い
ま
す
¨
食
の
安
全

・
医
療

。
自

衛
隊
派
遣
と
国
民
を
脅
か
す
悪
政
は

き
り
が
な
く

「奢
る
平
家
は
久
し
か

ら
ず
」
平
家
は
滅
び
て
も
悪
政
は
自

然
消
滅
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

総
選
挙
で
の
国
民
の
良
識
を
期
待
し

（木
崎
）



0月 定例市議会
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後援会だより

日本共産党以外の「オール会派J
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国民の生活擁護のため、二つの政治悪 (異常な大企業中心・ アメリカいいなり)を正す  |
日本共産党の躍進を !と 訴えるこあきる野の党支部

「継続こそ力」私たち支部の合言葉です。

ハン ドマイク宣伝を週 1回、選挙時は 2回

行つてます。 (秋川南文部 )

昨年秋から、後期高齢者医療制度の廃上の署

名を進めてきました。総選挙近 しとい うこと

で、今は山根議員 と一緒に市民との対話を強め

ています。対話の度に日本共産党への激励 と期

待の声が寄せ られることが多く、大きな政治の

(草花率部,ノ、・J電興壼聾壼堅興畳■■覆暉璽聟野塑理受買■■壁埋 変化を感じています。      (草花支部)
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旧
家
Ｌ
し
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坂
本
姓
の
農
家
が
九
軒
あ
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Ⅲ
　
　
　
　
　
る
が
、
坂
本
和
泉
守
の
子
孫
で
あ
る
。
和
泉
守
は
人
幡
宮

（油
平
村
）
　

Ⅲ

剛
　
　
　
　
　
の
棟
札
に
記
し
て
あ
る
の
で
、
元
は
油
平
村
の
住
人
で
あ
る
と
思
わ
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れ
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一
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東地区後援会で「ブ ドウ狩 りJ

9月 24日 、恒例の「ブ ドウ狩 り (二森ぶどう

園 )」 へ行つてきま t´ た。参加者 35名。今回はゆつ

くりとしたコースという事で、午後は武田神社、甲

斐善光寺 ロワインエ場を見学 し、楽 しい一日でし

た。車中では、直前に適った総選挙の勝利にむけて

頑張ることも、確認 し合つての帰途でした。
ヽ

『市
民
の
権
覇
を
猥
め
る
も
の
」

日
本
贅
藤
党
は
市
民
の
立
場
で
反
対

九
月
定
例
市
議
会
最
終

日
の
九
月
二
六
日
、
議
員

定
数
二
四
名
を
二
一
名
に

減
ら
す
条
例
案
を
、
日
本

共
産
党
を
除
く

「オ
ー
ル

会
派
」
全
員
の
賛
成
で
強

行
可
決
し
た
。
提
案
者

は
、
最
大
会
派
清
風
会
の

市
倉
理
男
議
員
、
賛
成
討

論
は
民
主
党
の
清
水
晃
議

員
が
行
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
あ
き
る
野
市
の
議
員

定
数
は
地
方
自
治
法
で
三

〇
人
と
決
め
ら
れ
て
お

り
、
す
で
に
六
人
少
な

未聰
あ
状
花
の
■
で
錢
嗚
き

書
こ

壼
さ
口
の
苺
の
嗅
い
に
一
鎌

初
悔
Ｆ

子
）

轟
の事
の管
λ
ふ
♂
蜂

始
曰
た
の
端
か
ら
端

｛
彙

の
格

⌒淑
子
｝

朝
頒
や
凍
山
の
民
家
ま
だ
鬼
ゆ

⌒
ず

か
に
あ
一

そ
札
人
の
子
の
オ
が
器
く
小
す
な

（勝
へ
｝

農
ネ
札
こ

っ
ダ
嬌
啜
が
ね
ヒ
颯
く

飢
・
こ

ほ
さ
夕
の
人
き

，
春
子
上

の
よ

つ

や
）

０
く
く
く
千
島
が
司
の
１
ル
じ
ゅ
ｔ

ゃ
げ

（エ
ヘ
）

薇
糞
の
流
れ
几
よ
れ
ば
Ａ
勃
く

（赤
確
）


